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第174号（２面）2019年10月8日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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▼有意義で楽しかった





　大変有意義な企画でした。ガイドさんの説明が大変丁寧で、いろいろ勉強になりました。「五日市憲法」の条文の民主的な内容に感動、千葉卓三郎さんの早逝が残念でなりません。秋の一日、天気もよく楽しい一日になりました。  （多摩川・加藤由美子）





▼自由民権の熱気を感じた





　五日市の街は明治12年に町制が敷かれ、当時の大都会だったとのことです。五の日に立つ市には全国からやってくる人たちがあり、もたらされた情報によって先進的な街だったようです。林業による財政基盤に支えられた自由民権運動を母体として、五日市憲法が生まれたことを納得しました。ボランティア・ガイドさんの熱のこもった説明によって明治初期の民権運動の熱気が感じられるフィールドワークになりました。　　（菊野台・森本早智子）





▼五日市憲法を知ってよかった





  年金者組合の総会のとき、この会を知りました。五日市憲法のことをきちんと知りたくて参加しました。普段はニュースでお名前を見る方に直接お話ができたこともよかったし、何より五日市憲法なるものの背景や、どのようにして今日私たちが直接目にすることができるようになったかに熱いものを感じました。参加してよかったです。（西つつじヶ丘・岸本直美）





▼山奥の闘いに驚く





　岩本先生の代わりに参加しました。山奥で先人たちが憲法を作り、自由民権運動で闘ってきたことに驚きました。参加してよかった、と思います。弁当もおいしかったです。   （若葉町・澤井英二）





▼現地での見聞がよかった





　五日市憲法を現地で見聞する機会を作ってくださって、ありがとうございました。みなさんと交流できたこともよかったです。「年金裁判への要請署名」へのご協力もありがとうございました。　 （調布ヶ丘・今井至）





▼ガイドさんに感激





　本日の催しは、ガイドの方が熱心で、意欲的で、本当によかったと思います。


　（深大寺・小岩りょう子）





▼触発されて｢ニコライの日記｣を紐解きました





　個人では体験できないような素晴らしいフィールドワークを企画して頂きありがとうございます。解説員の望月さんの歯切れのいい口調がいまも耳に響いています。以前から五日市憲法や千葉卓三郎に興味を持っていましたが、実際にその現場に立ち、風景を眺め、火がつけられたように「ニコライの日記」まで取り出して、あれこれ考えています。「下手な考え休むに似たり」の類ですが。（柴崎、大井靖子）





　＊編集者注・千葉卓三郎は、一時、ニコライ堂を建てたニコライに私淑していた。





▼権利の問題はいつの時代も重要





　「五日市憲法」（新井勝紘著 岩波新書）には、選挙人資格について、婦女、欠格者とあり、それに対して、「革命思想の先駆者---植木枝盛の人と思想」（岩波新書）には、女性の地位を高めるためには、法律上でも、男女の権利を平等にする必要がある等、多くのことが書かれています（１６０頁)。五日市郷土館には、国会議員は収入を得るべきかどうか、という検討会があったとの資料がありました。当時も幅広く話し合われたようですね。私は36歳の時、教科書裁判の渦中で家永三郎さんが反論の講壇に立たれた現場に、教頭を務めていた従兄や丸岡秀子さんと一緒にいましたが、いつの時代にも権利の問題は重要なテーマでしたね。（稲城市、津田櫓冬）





第151回(11月)例会　　参加費：300円


安保法制違憲訴訟のいま


　　　　　----戦争法と裁判所


お話：福田 護弁護士　弁護団共同代表


日時：11月16日(土)13:30～


場所：たづくり10階１００２学習室





第152回(12月)例会　　参加費：500円


調布｢憲法ひろば｣創立15周年・講演と合唱の夕べ


調布平和を歌う合唱団


県民投票後の辺野古の今と私たち


お話：元山仁士郎さん　県民投票の会元代表


日時：12月13日(金)18:30～21:00


場所：調布市グリーン小ホール





第153回(2020年1月)例会 参加費：300円


徴用工問題と日韓関係(仮題)


お話：川上詩朗弁護士＆石山久男さん


日時：2020年1月13日(月･休)13:30～


場所：たづくり10階１００１学習室








　【写真】　五日市の自由民権運動の中で200人規模の演説会を開いたという幽遠山開光院（臨済宗建長寺派）の本堂から、当時「未開の地」だった新宿・渋谷辺りを遥かに見下ろす。山間に生まれ発展した市場と文明の誇りを見る思いでした。 （多摩川、鈴木彰）








